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［お問合わせ］青森公立大学地域連携センター 公開講座係 017－764－1589

青森公立大学公開講座 2018 受講料
無料

申込方法 裏面をご覧ください ※あおもり県民カレッジ単位
認定講座。各２単位（計６回）

対 象 一般社会人、学生（高校生・大学生・大学院生）

　国の重要無形民俗文化財に指定されている「青森ねぶた祭」。その祭は長い歴史と共に、変化と進化を遂げてき
た。しかしながらその芸術性や、人々の活動の軌跡、伝統芸能の側面などほとんど記述されておらず、青森市民で
さえ知らないことが多い。本講義ではこうした青森市民の核となる文化である「青森ねぶた祭」を多様な側面から
語ってもらうことで、その芸術的・文化的価値のみならず、社会的な価値を再認識してもらうものである。

定 員 各回 50人（先着順）

ねぶた学ねぶた学

芸術作品としての「ねぶた」

10月18日㈭ 18：30～20：30

講師…ねぶた師　竹浪比呂央

第１回

会場…アウガ５F カダール研修室

ねぶた祭と温故知新

10月25日㈭ 18：30～20：30

講師…跳龍會 名誉顧問　後藤　公司

第２回

日本・世界に広がるねぶた

11月１日㈭ 18：30～20：30

講師…江戸川大学 教授　阿南　　透

第３回

伝統芸能とねぶた囃子

11月８日㈭ 18：30～20：30

講師…日本郷土芸能研究保存会 師範　鳴海　昭仁

第４回

町内ねぶた復興に向けた
ねぶた教育

11月16日㈮ 18：30～20：30

講師…Team/９１０ 代表　工藤　正之（ねぶたマン）

第５回

ねぶた祭を支える人々

12月１日㈯ 13：00～16：00

講師…青森公立大学 教授　佐々木てる

第６回

会場…アウガ５F カダール研修室

会場…アウガ５F カダール研修室 会場…アウガ５F カダール研修室

会場…アウガ５F カダール研修室 会場…新町キューブ



青森公立大学地域連携センター 公開講座係

「ねぶた学」参加希望の回に○をつけてください

※講師、演題は変更になる場合があります。

青森公立大学地域連携センター 公開講座係

すべて　　・　　第１回　　・　　第２回　　・　　第３回　　・　　第４回　　・　　第５回　　・　　第６回

［青森公立大学公開講座 2018］ ねぶた学

017－764－1593

お申し込み後は、開催日当日、直接会場へお越しください。受講できない場合のみ、お電話でご連絡します。

10/18木
18：30～20：30

芸術作品としての「ねぶた」

ねぶた師
竹浪比呂央

第１回

「芸術」
ねぶたは一つの造形美である。ねぶたを一つ
の芸術までに昇華させる、思想と技術とその
活動の根本を理解し、学んでいく。

10/25木
18：30～20：30

ねぶた祭と温故知新

跳龍會 名誉顧問
後藤　公司

第２回

「活力」
ねぶた祭は参加者の心意気で変化を遂げる。
ねぶた祭の一つの潮流を作った跳龍會の活
動、そして復活した地域ねぶたの取り組みに
ついて学ぶ。

11/１木
18：30～20：30

日本・世界に広がるねぶた

江戸川大学 教授
阿南　　透

第３回

「国際」
ねぶたは青森から日本全国、そして世界に遠
征し、日本を代表する祭りとして評価を高め
ている。各地の遠征に同行した経験から人気
の理由を考える。

11/８木
18：30～20：30

伝統芸能とねぶた囃子

日本郷土芸能研究保存会 師範
鳴海　昭仁

第４回

「芸能」
ねぶた祭はその造形だけでなく、郷土の伝統
芸能としても秀でた祭である。プロの演奏家
の視点から、郷土芸能としてのねぶた囃子を
学ぶ。

11/16金
18：30～20：30

町内ねぶた復興に向けたねぶた教育

Team/９１０ 代表
工藤　正之（ねぶたマン）

第５回

「継承」
ねぶた教育はねぶたの伝承の場を学校教育
の場にも広げ、新たな継承システムとなる。子
どもたちは知識だけではなくねぶた運行まで
学ぶ。学校と地域が連携した新たな町内ねぶ
たが生まれ、その復興となることを学ぶ。

12/１土
13：00～16：00

ねぶた祭を支える人々

青森公立大学 教授
佐々木てる

第６回

「日常文化」
これまでの総括として、ねぶた祭を支える
人々をテーマにワークショップ、研究報告会を
行う。第6回は公開講座と研究報告会を兼ね
て広く意見交換を行う。


